
ミスジヒメカラマツハバチの生態と被害

原 秀 穂       

北海道ではカラマツの葉を食べるハバチは７種記録されている。この中で害虫として注意を

要するのはカラマツハラアカハバチ，カラマツキハラハバチ，ミスジヒメカラマツハバチの３

種である。先の２種は古くからよく知られている害虫である。一方，ミスジヒメカラマツハバ

チ（Anoplonyx  orientis  SMITH）は，1984 年北海道で突然大発生し，初めて害虫として注

目されるようになった種である。このハバチは，最近もしばしば大発生しているが，図鑑類に

載っていないため種類を判定することが難しい。そこで，このハバチの形態的特徴や生態・被

害の特徴を写真とともに解説する。発生予察や被害調査を行う際に参考にしていただきたい。

形 態 と 生 活 史

成虫から蛹までの各発育段階の出現時期は，図－１のとおりである。成虫（写真－1Ａ）は

体長５㎜，エゾヤマザクラが開花する頃に出現し，カラマツの葉内に卵を産み込む（写真－１

Ｂ）。幼虫（写真－１Ｃ）は終齢期で体長 13 ㎜， 短枝葉を食害し，長枝葉（新条の葉）はほ

とんど食べない（写真－２，３）。幼虫はカラマツキハラハバチに似るが，体が徐々に細くな

ること，長枝葉をほとんど食べないことにより区別できる。幼虫は，７月に地面に落下し落葉

中で繭を作り，その中で越冬する。繭（写真－１Ｄ）は長さ６㎜，表面に落葉などが密に付着

している。一部は翌春に成虫となるが，多くはもう一度越冬して２年目の春に成虫となる。

被 害 状 況      

幼虫はたいてい葉の中ほどを一部だけ食べ，被害葉は食害部位から先の部分で枯死する（写

真－２）。被害林分（写真－３）は６月下旬頃から褐変する。このハバチの被害は，同時期に

発生するカラマツイトヒキハマキの被害と多少似ているが，ハマキの場合は食いちぎられた葉

や虫糞が糸にからまって被害枝に付着している点で見分けることができる。このハバチの被害

は，これまでのところ主に胆振東部から日高北部にかけての地域と十勝地方に限られている。

被害は外見的に派手に見えるが，

木が枯死することはない。公園

など景観を大切にする林を除き，

特に防除の必要はないと思われ

る。

図 －1 成 虫 ～ 蛹 の 出 現 時 期
（矢印は幼虫が地面に落下して繭を作る時期を示す）



（森林保護科）

ミ ス ジ ヒ メ カ ラ マ ツ ハ バ チ写 真 －1

A：成虫 B：卵 C：終齢幼虫 D：繭

写 真 －2 被 害 枝 の 状 態

写 真 －3 被 害 林 分 の 状 態


